


10 11

（テックワンシリーズ共通）

ラスパートノンクロム処理の特長
環境対応型高耐食処理技術ラスパートノンクロムは完全クロムフ
リーの環境対応型のラスパート処理です。六価クロムはもちろん、
三価クロムも一切使用せず防錆性能を維持させることに成功しま
した。傷付きなどの耐食性にも優れ、アルミ材や高耐食めっき鋼板
になどに対して電食（異種金属接触腐食）を大幅に軽減します。

金物ホールダウンパイプと断熱材

金物

金物

金物

金物
金物

強度確認試験が証明する、確かな性能

付けた梁受
金物

金物
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ティーシーダブリュー

18

37

28 30 33 33

詳細は土台継手金物・バリアフリー34ページ参照 25 31

19

14 15

16 17

TCW-10 TCW-10 TCW-18・TCW-24TCW-24・TCW-33TCW-24・TCW-33

TL-10 TL-10 TL-24・TL-33 TL-24・TL-33 TL-18・TL-24

スリーエス

ピースリー

12

土台の継手、和室の床組を48mm程度下げ
る際に使用

10Ⅱ

HPB

Ⅱ

土台継手金物・バリアフリー対応金物
納

金物 金物

金物金物 金物
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TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33

TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33

R6.5

48

54.5

4.6

73

45
70

70
70

20

27
5

79

26

79
19

26
.5

19

26
.5

6

6

73

40

4.6

23
25

25
23

R6.548

96

54.5 18.5

32
28

.5

35
.5 13

5

4.6

73

45
70

20

48

54.5 5

R6.5

19
19

21
.5

14

26

14

21
.5

4.6

73

45
70

70
20

R6.5
48

20
5

54.5

44
44

26
.5

19

26

19
26

.5

※指示無き孔径はφ13

TCW TCW

TCW-10：73×40×96mm

TCW-10：30個／ケース

TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33

TCW-33：10個／ケース
TCW-18：20個／ケース TCW-24：12個／ケース

TCW-33：73×40×275mm
TCW-18：73×40×135mm TCW-24：73×40×205mm

TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33
短期基準せん断耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

8.1
7.3

12.7
2.3

26.4
17.5
23.5
4.4

39.6
22.5
24.3
4.5

48.0
25.8
33.4
6.3

TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33
短期基準せん断耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

8.0
7.8

12.5
2.3

16.9
15.6
27.5
5.1

29.5
24.7
30.0
5.6

36.4
28.9
30.7
5.7

短期基準せん断接合耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断接合耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

TCW-10
6.0
5.7
10.4
1.9

TCW-18
22.8
15.7
22.0
4.1

TCW-24
31.3
18.0
25.4
4.7

TCW-33
40.5
17.8
32.3
6.0

TCW-10
※金物天端は梁天端より2.5mm下がり

TCW-18
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

TCW-24
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

TCW-33
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

ボルトとドリフトピンによる単純な組み合わせ
で、強い接合部が実現可能です。
テックワンP3より出幅を抑えコンパクトにし、
板厚を薄くすることで最大40％軽量化。
L型金物をボルト接合面で重ね合わせることで、
板厚を最適化して高い耐力を実現しました。

テックワンの基本性能を維持したコンパクトモデル
コンパクトでありながらより高強度を実現。日本製鉄（株）と（株）タツミの共同開発商品です。
日本製鉄（株）が手掛けるスチールハウスのノウハウを最大限に活用し、従来のテックワンに
比べてコンパクトでありながら耐力がアップした新しい金物を実現し、より広範囲な木造建
築物への適用を可能にしました。これまでの解析や試験から、最も発生応力が生じる箇所はボ
ルト穴がある背板部で、それに比較してドリフトピンがかかる羽部は応力が低いことがわか
りました。羽部を薄くすることで接合部における重要部分と過剰部分の最適化が図られ、
更に特殊なカシメ技術により2つの金物を接合する事で金物の耐力アップと
コンパクト化が同時に実現可能となりました。

ティーシーダブリュー

荷重期間における基準耐力の算出について
短期基準耐力：1.0とした場合、中短期：0.8、中長期：0.715、長期：0.55
出典(一社)日本建築学会木質構造設計規準・同解説ー許容応力度・許容耐力設計法ー

対応梁成 ： 105～150mm 対応梁成 ： 180～210mm 対応梁成 ： 240～300mm 対応梁成 ： 330～420mm

耐　力　柱ー梁

短期基準せん断接合耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

TCW-10
6.3
13.1
2.4

TCW-18
15.8
20.1
3.7

TCW-24
25.5
25.8
4.8

TCW-33
34.3
29.1
5.4

表中の数値は（株）タツミ社内試験データによる。
※試験時に使用木材
　柱　材／寸法：105×105 樹種：スギ同一等級構成構造用集成材 E65-F255
　横架材／寸法：105×105～330 樹種：スギ対称異等級構成構造用集成材 E65-F225

耐　力　梁ー梁

梁受金物

表中の数値は(一財)日本建築センター性能評定による。
※試験時に使用木材
　柱　材／寸法：105×105 樹種：スプルース同一等級構成構造用集成材 E95-F315
　横架材／寸法：105×105～330 樹種：スプルース対称異等級構成構造用集成材 E105-F300

スプルース集成材

スプルース集成材

スギ集成材

スギ集成材

2.
3

40
2.
3

40
2.
3

40
2.
3

材　　質 新溶融めっき鋼板
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TL-10 TL-18 TL-24 TL-33

TL-10 TL-18 TL-24

3S TL

TL-10：100×40×98.5mm

TL-10：30個／ケース

TL-10 TL-18 TL-24 TL-33

TL-33：10個／ケース
TL-18：20個／ケース TL-24：12個／ケース

TL-33：100×40×275mm
TL-18：100×40×135mm TL-24：100×40×205mm

TL-10 TL-18 TL-24 TL-33
短期基準せん断耐力（kN）
短期基準（逆）せん断耐力（kN）
短期基準引張耐力（kN）
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

7.4
7.9
11.7
2.2

16.9
15.9
21.4
4.0

26.8
21.7
27.2
5.1

41.5
41.7
40.3
7.6

TL-10 TL-18 TL-24 TL-33
短期基準せん断耐力（kN）
短期基準（逆）せん断耐力（kN）
短期基準引張耐力（kN）
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

6.8
6.8
11.5
2.1

15.2
14.7
20.2
3.8

24.7
22.8
32.0
6.0

39.4
32.4
57.6
10.8

TL-10
※金物天端は梁天端より5.5mm下がり

TL-18
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

TL-24
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

TL-33
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

ボルトとドリフトピンによる単純な組み合わせ
で、強い接合部が実現可能です。
テックワンP3と同じ加工寸法、施工方法で軽量
化、低コスト化が可能です。
梁成330以上は、TH-33と同じ金物を運用する
ことで高い耐力を保持しています。

JIS G3302 SGHC

Z27

100

6.7

13
5

75 25

74.5 25.5

19
19

14
14

21
.5

21
.5

45
70

20

26

2-φ12.8

R12

R6.5

25

35
.5

100

34
29

74.5 25.5

98
.57.
5

25
20

20
.5

6.7

75 25

3-φ12.8

R12

φ6 R6.5

6.7

100

20
5

75 25

74.5 25.5

44
44

26
.5

26
26
.5

19
19

R12

R6.5

45
70

70
20

3-φ12.8

TL-33

44
44

44

26
.5

26
26

26
.5

27
5

75 25

74.5 25.5

6.7

100

19
19

45
70

70
70

20

4-φ12.8

R12

R6.5

スリーエス

歴史的建造物の殆どは木で作られています。補修のしやすさと、室内の調湿や断熱効果など、
木の性質が日本の気候・風土に適しているためです。「テックワン」は、この在来軸組工法に精
度と頑強さをプラスし、合理的な施工システムを構築することに成功しました。3Sシリーズ
では、さらに今までにないコストパフォーマンスも実現しました。

荷重期間における基準耐力の算出について
短期基準耐力：1.0とした場合、中短期：0.8、中長期：0.715、長期：0.55
出典(一社)日本建築学会木質構造設計規準・同解説ー許容応力度・許容耐力設計法ー

対応梁成 ： 105～150mm 対応梁成 ： 180～210mm 対応梁成 ： 240～300mm 対応梁成 ： 330～420mm

短期基準せん断接合耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断接合耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

TL-10
5.4（5.1）
8.3

11.3（10.7）
2.1

TL-18
12.6（11.9）
18.0

22.3（21.1）
4.2

TL-24
29.6（28.1）
18.4

26.4（25.0）
4.9

TL-33
37.3
38.1
22.3
4.2

耐　力　柱ー梁

表中の数値は日本ERI(株)任意評定／(一財)建材試験センター試験データによる。
(　)内の数値はEIR(株)任意評定による短期許容耐力を示す(低減係数0.95)

短期基準せん断接合耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断接合耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

TL-10
5.7（5.4）
7.9

12.7（12.0）
2.3

TL-18
13.6（12.9）
17.2

16.2（15.3）
3.0

TL-24
23.1（21.9）
15.5

33.5（31.8）
6.3

TL-33
31.0
35.0
38.9
7.3

耐　力　梁ー梁

梁受金物

歴史的建造物の殆どは木で作られています。補修のしやすさと、室内の調湿や断熱効果など、
木の性質が日本の気候・風土に適しているためです。「テックワン」は、この在来軸組工法に精
度と頑強さをプラスし 合理的な施工システムを構築することに成功しました 3Sシリーズ

テックワンと施工と加工を同じにしたコストパフォーマンスモデル
表中の数値はハウスプラス確認検査(株)及びタツミ社内試験データによる。
※試験時に使用木材
　柱　材／寸法：105×105 樹種：スプルース同一等級構成構造用集成材 E95-F315
　横架材／寸法：105×105～330 樹種：スプルース対称異等級構成構造用集成材 E105-F300

※試験時に使用木材
　柱　材／寸法：105×105 樹種：スギ同一等級構成構造用集成材 E65-F255
　横架材／寸法：105×105～330 樹種：スギ対称異等級構成構造用集成材 E65-F225

スプルース集成材

スプルース集成材

スギ集成材

スギ集成材

2.
3

2.
3

2.
3

2.
3
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座金W4.5×40

M12 M12

M16

1
0
5
(1
2
0
)

座金W6.0×60 座金W9.0×80

HDP-10柱脚 HMP-140柱持たせ HMP-260柱持たせHDP-10柱頭 HDP-15柱頭HDP-15柱脚 HDP-20柱脚 HDP-20柱頭

データ及び(株)タツミ社内試験データによる。

（納まりは技術資料参照）
（納まりは技術資料参照）

HLP-10

HLP-10

HLP-10

HMP-140 HMP-260

梁受金物とも取り合います。

と引寄せ

HLP-10：NSDHC　HDP-15・HDP-20：JIS G3444 STK500
HDP-10・HDP-10（+）・HMP-140・HMP-260：STK500

金物の代わりに使用します。

に金物を取り付けます。
柱頭の場合は、柱頭に横架材を落とし込んだ後、
ドリフトピンを打ち込んで固定します。
柱脚の場合は、横架材に柱を立てて、柱脚にドリ
フトピンを打ち込んで固定します。

mm寸法 mm mm

7.2

スギKD材 E50
スギKD材 E50

スギKD材 E50
スギKD材 E50スギKD材

スギKD材 E50
スギKD材 E50スギKD材

スギKD材 E50
スギKD材 E50スギKD材

柱：スギKD材 E50  横架材：スギ対称異等級構成集成材 E65-F225  梁H=150
柱：スギKD材 E50　横架材：スギKD材 E50　梁H=120

7.2

5.6

7.2

7.2

6.9

5.6

5.2
9.2
10.0

5.2
9.2
10.0

10.9
6.3

4.4
HDP-10に準ずる※1

HDP-10に準ずる※1

4.0

6.3
6.2

HMP-260

HMP-140

17.6

17.4
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HLP-10

梁受金物とも取り合います。

と引寄せ

HDP-CC HDP-CCH

ボルトまたはドリフトピン 4 5

3

柱継部の接合に使用します。

ドリフトピン（場合によってはボルト）にて下階の
勝ち柱の柱頭に金物を取り付けます。
上階の柱を立てて、柱脚にドリフトピンを打ち込
んで固定します。

HDP-CCH :φ21.6×426mm

HDP-CCH :10本／ケース

HLP-10：NSDHC　HDP-10・HDP-10（+）：JIS G3444 STK500

HDP-CC：STK540　HDP-CCH：JIS G4051 S40C

10.1 4.1

5.2

3.1

11.6

24.5

35.2

41.4 柱：

新溶融めっき（HDP-10・HLP-10・HDP-CC・HLP-10（+））ダクロタイズド処理（HDP-CCH）ドリフトピンを使用して簡単に緊結できます。
ボルトを使用して梁受金物とも取り合います。

5.211.6

HDP-CCH

HDP-CC 3.630.0
柱-柱 継ぎ

スギ同一等級構成集成材 E65-F255

スプルース同一等級構成集成材 E95-F315

スプルース同一等級構成集成材 E95-F315

32.1

HDP-10(+)

柱継 HDP 22

金物の代わりに使用します。

納まりイメージ

を立てて
に金物を取り付けます。

9.8 6.2

4.7

6.2

5.3
7.5
9.8
9.8 6.2

4.7

6.2

5.3
7.5
9.8

表中の数値はハウスプラス確認検査（株）試験データによる。

表中の数値は、ハウスプラス確認検査（株）／（株）タツミ社内試験データ及び(一財)日本建築センター性能評定による。

スギKD材 E50

スギKD材 無等級

スギKD材 無等級

スギKD材 無等級

スギKD材 E50
スギKD材 E50

スギKD材 無等級

mm寸法

mm寸法 mm mm
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納まり図 金物取り付け方向

納まりイメージ

①M12六角ナット
②M12ワッシャー
③M12用偏心座金
（φ40　t=4.5）

②③:付属品
①はアンカーボルト
に付いているものを
使用

LB本体

位置決め墨位置
決め
墨

アンカーボルトM12

柱受部品（付属品）

P-90
突起に差し込む

※柱断面に応じて選定

くぼみ
位置決め墨

くぼみを墨に合わせてセットする
ことで位置決めが容易になります。
※金物直下の
　基礎パッキンは不要です。

アンカーボルト直結型金物（1階柱脚金物）

独立柱の柱脚の接合部に使用します。

ダブルベース部の高さが55mmと低いため、床
仕上げ面より下に金物が隠れやすい高さです。
アンカーボルトM12を使用し、アンカーボルト用
のルーズホール穴は±6mmまで対応できます。
柱受部品を変えることで90角～300角、平柱に
も対応できます。
柱仕口の加工はホールダウンパイプと同じφ22
となります。

LBパイプ式独立低柱脚金物

LB+P90

JIS G3444 STK500　JIS G3101 SS400
ノンクロムラスパート処理

LB本体　P-90　M12用偏心座金　M12ワッシャー　各1 
LB+C140 LB本体　C-140　M12用偏心座金　M12ワッシャー　各1 

LB+C100S LB本体　C-100S　M12用偏心座金　M12ワッシャー　各1
LB+C100L LB本体　C-100L　M12用偏心座金　M12ワッシャー　各1 

1セット／ケース

LB本体をアンカーボルトM12にセットします。

下から順にM12用偏心座金・M12ワッシャー・
ナットにて留め付けます。
柱受部品（柱断面に応じたもの）を被せます。
柱をパイプ部に挿入し仕様に応じた本数のドリ
フトピン（別売品）を打ち込みます。
※使用するドリフトピンについては技術資料を参
　照ください。

④
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表中の数値は（一財）建材試験センター／ハウスプラス確認検査（株）試験データ及び（株）タツミ社内試験データによる。

※ドリフトピン、アンカーボルトM12は別売品です。

サ イ ズ

LB

P-90

アンカー
直結

独立柱
部

3.8

6.3

18.3

94.7
159.9

108.7
145.7

262.5

ドリフトピン
1本

ドリフトピン
2本

C-140

C-100S

C-100S
2個配置

C-100L

短期基準耐力（kN）
引張 せん断 圧縮

柱：スギKD  無等級  柱断面 90×90

柱：スギKD  無等級  柱断面 150×150

柱：スギKD  無等級  柱断面 105×105

柱：スギKD  無等級  柱断面 105×210

柱：スギKD  無等級  柱断面 105×270

LB本体 ： 90×90×144mm　パイプ ： φ21.7×L95
P-90 ： 90×90mm　C-140 ： 140×140×55mm
C-100S ： 135×100×55mm C-100L ： 200×100×55mm

ト直結型金物（1階柱脚金物）結型金物（1階柱脚脚金物）
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// 上面図 //
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// 下面図 //
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LB 本体
C-100S C-100L

P-90 C-140

180

150

135

120

105

90

90 120

105

180150135

本体×1:P-90×１ 本体×1:P-90×１

本体×1:P-90×１ 本体×1:P-90×１

本体×1:P-90×１

本体×1:P-90×１ 本体×1:P-90×１
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180
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9
0

105

1
0
5

105

本体×1:C-140×１ 本体×1:C-140×１

本体×1:C-140×１

135

9
0

本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１

本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１

本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１

■柱断面と柱受部品の組み合わせ一例■
長辺(ｍｍ）

短
辺
(ｍ
ｍ
)

※使用ドリフトピンについては技術資料を参照
※長短辺180ｍmを超える断面の組み合わせについては技術資料を参照

//上面図// //上面図//

//正面図// //正面図//

72

『Ｈ向き』 『エ向き』

41

ダブルベース部の高さが55㎜と低いため、
床仕上げ面より下に金物が隠れやすい高さです。

※金物の取り付け方向でドリフトピンの向き
　が決まります。適宜ご確認ください。
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mm寸法
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（105用・L103　120用・L118）
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50
52
5

525 50

(9
53
.5)

黒色カチオン電着塗装（15μm以上）
JIS G3131 SPHC

金物

116.5 206.5

納まりイメージ

TK-10

TK-10

火打ち梁と横架材を接合する際に使用します。

ボルトにて横架材に金物を取り付けます。
火打ち梁の仕口には予め所定の位置にドリフト
ピンを打ち込んでおきます。（先行ピン）※1

隅木（谷木）を落とし込んだ後、ドリフトピンを打
ち込んで固定します。

火打ち梁を取り付けた後、残りのドリフトピンを
打ち込んで固定します。

梁に片木大入れを作らないので欠損が少ないで
す。
ボルトとドリフトピンによる単純な組み合わせで
施工可能です。

ドリフトピン2本
ボルト2本またはMZ45ボルト2本金物取り付け

仕様規定の木製火打と同等以上

火打ち梁取り付け

TK-10 : 30個／ケース

98×100×40mm
新溶融めっき鋼板材　　質

サ イ ズ

火打ち梁受金物 TK-10

※ハウスプラス確認検査(株)により仕様規定の木製火打と同等以上の耐力を有するとして性能確認試験済み

斜め梁

3.
2

梁

火打ち梁

梁
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JIS G 3101 SS400  JIS G 3507-2 SWCH10R相当
（電気亜鉛めっき）EP-Fe/Zn8/CM2

各種金物などの 金物

114

41

10
.6

MZ45用レンチ

MZ45の締め付け・締め直しに使います。

114×41mm　T-55

狭い箇所での作業に便利なL型レンチ形状です。

110、125、140、170、190
200、230、240、260、290、320

110、125、140

MZ45

L

φ
12

5 φ45

ヘキサロ
ビューラ穴（55）

・ 140 ・ 170 ・ 190
200 ・ 230 ・ 240 ・ 260 ・ 290 ・ 320mm

110 ・ 125 ・ 140 ： 100本／ケース
170 ・ 190 ・ 200 ・ 230 ・ 240 ・ 260 ・ 290 ・ 320 ： 50本／ケース

・ 140 mm

SB2-26B16-01
100本／ケース

L110、125、140まで（公財）日本住宅・木材技術センター性能認定を取得
しています。
※ロングサイズは認定対象外

座掘りなしの場合でも、「ザボリくん」を使用すれば座掘り6mmに収めるこ
とができます。

強度区分4.6または4.8を満足する炭素鋼

承　　認

材幅+20mmが最適長さとなります。

金物

加工は、 6 納めることができ

金物

金物

150

MZ45-110

MZ45(丸座軸太ボルト)仕様

MZ45-125
MZ45-140
MZ45-170
MZ45-200
MZ45-230
MZ45-260
MZ45-290

ー
ー
ー

180
210
240
270
300
330
360

片引き

通常サイズ

【通常サイズ寸法図】

【通常サイズ】

170、200、230、260、290 mm

170、200、230、260、290 ： 1本より

強度区分4.6または4.8を満足する炭素鋼

【ロングサイズ】

170、200、230、260、290

L

φ
12

5 φ45
【ロングサイズ寸法図】

ロングサイズ

※パクトナットは37ページ参照
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P3PLUS
構造計算ルート
フレーム解析

P3PLUS実績例
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mmmm
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